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研究成果の概要（和文）：本研究では，成長の危機におかれうる中堅期の教師が，授業の再構築と校内での役割
変化という課題をいかに克服するのかを明らかにした。先行研究から，学校で行われる授業研究における実践の
省察が重要とされているが，綿密な検討は不十分である。そこで本研究では，学校の授業研究で生じうる省察の
形態として，①他者の実践を介した省察，②他者の目を介した省察，③過去の自己を介した省察，という３つに
分け，これらが中堅期の教師の授業の再構築と校内での役割変化，教師としてのアイデンティティの再構成にど
のように関連するのかを検討した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify how middle-age teachers solved the 
crisis about reconstruction of lessons and about change of role in school. Previous studies 
suggested that reflection about practices in lesson studies was important, but the mechanism was not
 examined sufficiently. Thus, this study examined three types of reflection, (1) reflection through 
observation of the other teachers’ lesson, (2) reflection through other teachers’ observation, and
 (3) reflection through previous self. It was suggested that the type of reflection influenced 
reconstruction of teachers’ identity through the teachers’ solving the crisis about reconstruction
 of lessons and change of role in school.

研究分野： 社会科学・教育学・教師教育学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
教師は，初任から中堅，熟練へと変容し成

長していく（秋田, 1997）。初任期には情熱を
持って子どもと関わりながら指導技術を身
につけていき，中堅期には一定の力量を持つ
ようになる一方で授業のマンネリ化と校内
での役割変化が課題となる。成長の危機に陥
った教師は，表面上は授業を進められても子
どもの学習を活性化できなかったり，校内で
中核的な役割にあっても形骸化していたり
し，これを打開するためには授業を見直して
再構築することと，校内で真に中核となるこ
とが必要となる。本研究ではこの中堅期の成
長の危機を教師がいかに克服するかに着目
する。 
中堅期の危機の克服においては「省察」が

重要といえ，教師は過去の実践を振り返って
改善していくと同時に，実践の中で行為しな
がら振り返って修正し，専門性を高めていく
（Schön, 1982）。しかし一人での省察は独り
よがりになる問題も孕む。危機の克服には他
者との関わりを通した省察により自己の実
践を相対化することが必要になるといえる。 
他者との関わりを通した省察を促すため，

先行研究では，学校で行われている授業研究
が重要であることが明らかにされ（坂本 , 
2007），子どもたちが学び合う「学びの共同
体」を目指して教師たち自身も学び合うコミ
ュニティを形成していく実践例が多く示さ
れている（たとえば佐藤, 2006）。申請者もま
た，ある小学校において，授業研究を核とし
て教師集団に学び合うコミュニティが形成
される過程について事例研究を行ってきた
（岸野, 2012）。 
しかしこれらの先行研究には次の３つの

問題が挙げられる。第１に，初任期の教師に
比べ，ある程度授業での指導力が身について
いると見なされがちな中堅期の教師につい
ては注目されにくく，学校での授業研究と中
堅期の危機との関連には焦点が当てられて
いない。第２に，理念や実践例の提示にとど
まり，学校での授業研究の中でどのような省
察が起きるのか，メカニズムが十分に実証さ
れていない。第３に，授業研究では教師の中
に多様なレベルの省察が生じている可能性
が高いがその検討も不十分である。授業研究
においてどのような省察が起き，それが教師
の成長にどのように結びつくのか，より綿密
な検討が必要である。 
そこで本研究では，学校での授業研究で教

師に生じる省察を３つの形態として捉える。
第１は，他者の実践を介した実践の省察であ
る。他の教師の授業を参観することで，良い
部分を習うと同時に，他者に照らして自分の
実践を見直し，改善していく。第２は，他者
の目を介した実践の省察である。自分の授業
を他の教師に参観してもらい，議論をするこ
とで，他者の目から自分の実践を相対化して
批判的に吟味し，見直していく。第３は，過
去の自分を介した省察である。授業研究を重

ねていくことで，自分のこれまでのあり方そ
のものを問い直し、アイデンティティを再構
成していく。このように授業研究での省察を
３つの形態として捉えることで綿密な検討
が可能となり，中堅期の教師の授業の再構築
や校内での役割変化にどのように結びつく
のか，メカニズムを実証的に明らかにするこ
とが可能となる。それにより，教師の成長を
支える授業研究の進め方の開発に役立つこ
とが期待できる。 
 
２．研究の目的 
本研究は学校における授業研究で生じる

３つの形態の省察がそれぞれ中堅期の教師
にとって授業の再構築や校内での役割変化
にどのように結びつき危機を克服させるの
かを，３つの観点から３年にわたり，明らか
にする。 
第１に〔研究１〕として，学校での授業研

究で生じる第１の形態の省察（他者の実践を
介した自己の省察）・第２の形態の省察（他
者の目を介した自己の省察）が，中堅期の教
師の課題の一つである授業の再構築にどの
ように結びつくのかを検討する。 
第２に〔研究２〕として，学校での授業研

究で生じる第１の形態の省察（他者の実践を
介した自己の省察）・第２の形態の省察（他
者の目を介した自己の省察）が，中堅期の教
師の課題の一つである校内で中核となって
いく役割変化にどのように結びつくのかを
検討する。他者の実践や他者の目を介して省
察していく中堅教師のあり方と，他の教師と
の相互作用や関係性の関連について分析を
行い，中堅教師の２つの省察のあり方が学校
で中核的な役割を果たすことにつながる過
程を明らかにする。 
第３に〔研究３〕として，学校における授

業研究で生じる第３の省察の形態（昔の自己
を介した自己の省察）が教師としてのアイデ
ンティティの再構成にどのように関連する
かを検討する。これまでの授業研究を通して
過去の自分を見直すことで，授業や校内での
役割をどのように捉え直し，アイデンティテ
ィを再構成しているかを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
〔研究１〕では学校の授業研究で中堅期の

教師に生じる２つの形態の省察（他者の実践
を介した省察・他者の目を介した省察）と授
業の再構築との関連を明らかにするため，４
つの小学校と１つの教育行政機関に在籍す
る５名の中堅教師を対象とした。いずれも教
職歴 10 年以上の教師で，校内や地域で授業
研究の中核となっている教師であった。各学
校での授業研究会に参加し，授業場面や授業
後の協議場面について，ビデオや筆記による
記録を行い，対象教師に聞き取りを行った。
対象教師が実践を振り返って記録化した報
告も分析対象とした。なお対象教師には，収
集した授業記録や教師の報告への考察をフ



ィードバックし，やり取りしながら研究を進
め，データ解釈にも活用した。 
〔研究２〕では２つの形態の省察（他者の

実践を介した省察・他者の目を介した省察）
と校内での役割変化との関連を明らかにす
るため，４つの小学校に在籍する４名の中堅
教師を対象とした。いずれも教職歴 10 年以
上の教師で，校内で授業研究の中核となって
いる教師であった。各学校での授業研究会に
参加し，授業場面や授業後の協議場面につい
て，ビデオや筆記による記録を行い，対象教
師に聞き取りを行った。対象教師が実践を振
り返って記録化した報告も分析対象とした。
なお対象教師には，収集した授業記録や教師
の報告への考察をフィードバックし，やり取
りしながら研究を進め，データ解釈にも活用
した。 
〔研究３〕では第３の省察の形態（昔の自

己を介した省察）と教師としてのアイデンテ
ィティの再構成との関連を明らかにするた
め，４つの小学校と２つの教育行政機関のい
ずれかに所属していた 10 名の中堅教師を対
象とした。いずれも教職歴 10 年以上の教師
で，校内で授業研究の中核となっている教師
であった。本研究では主に，対象教師がそれ
ぞれに実践を振り返って記録としてまとめ
た実践報告を分析対象とした。同時に，各教
師の学校においては，校内の授業研究会に参
加し，授業場面や授業後の協議場面について，
ビデオや筆記による記録を行い，対象教師に
聞き取りを行ってきたことから，これらのプ
ロセスで得られたデータも解釈に用いた。 
 
４．研究成果 
（１）学校での授業研究で生じる第１の形態
の省察（他者の実践を介した自己の省察）・
第２の形態の省察（他者の目を介した自己の
省察）と授業の再構築との関連〔研究１〕 
対象教師それぞれについて，授業を省察す

る中で生じた授業の捉え方の変化と授業の
変化の点で分析を行った。その結果，授業の
再構築にあたって，第１の省察が大きな働き
を持つ教師と，第２の省察が大きな働きを持
つ教師とに分かれた。 
前者については，他者の授業を見たときに

子どもの学習過程に目を向け，実践の価値や
意味を見いだすことが可能になり，自身の授
業づくりにもそれが活かされていた。たとえ
ば，ある教師は，「１時間の授業を分単位で
徹底管理し次々と明確な指示のもと活動中
心の学習が展開されている授業」を見たとき，
かつての自分ならば「的確に子どもを動かし
ねらい通り指導していてよい」と評価したで
あろうが，今は「活動で管理する教え込みの
授業」でむしろ課題の大きい授業と捉えたと
いう。ここでこの教師は「子どもをどう動か
すかという『活動』ではなく子どもが何をど
う考えようとしているかという『思考』」を
捉える必要性に言及した。その背景では，こ
の教師は自身の教育観の変遷を「教える」か

ら「伝える」「支える」へ，そして「支え合
う」へと変化したという。このような教師と
しての学びを捉え返しがあり，熟達者からの
知識・技能の伝達という学習モデルから，学
習者の主体的な思考・判断・表現による学習
へという，学習観の大きな転換があったとい
える。  
後者については，自分の授業について参観

者と様々にやり取りすることで，子どもの思
考過程に目を向け，授業のあり方を見直すこ
とに結びついていた。たとえば，ある教師は，
参観者から得た授業記録の検討を通して「普
段何気なく接している子どもとのやり取り
の中に，子どもの学びを壊している自分がい
ることに気づかされた。そして学びは教師と
ではなく子ども同士のものでなければなら
ないと再認識させられた」という。このよう
に子どもの学びを大事にする視点を再確認
することにより，単元構成や授業案の組み立
てにおいても，子どもにとっての意味をより
考えるようになり，単に知識を教えるのでな
く，子どもと共に授業を作っていこうとする
ようになっていた。 
 
（２）学校での授業研究で生じる第１の形態
の省察（他者の実践を介した自己の省察）・
第２の形態の省察（他者の目を介した自己の
省察）と校内での役割変化との関連〔研究２〕 
それぞれの教師について，校内で中核とな

っていく役割変化としてどのような変化が
見られたか，記録をもとに歩みを辿り，分析
を行った。その結果，立場によって大きく２
つに分けられた。 
第１は研究主任という立場で，周囲を引っ

張るリーダーから共に学ぶ場をコーディネ
ートし支えるリーダーへという変化が見ら
れた。それは，自分の実践を他者に見てもら
って自身の授業を見直し学習観を変革しつ
つ，他者の実践を見合いながら協働で作って
いく場を支援していく中で起きていた。たと
えば，ある教師は，自分の授業を見てもらっ
て教育観を見直した経験から，「子どもの学
びから見えてきたもの」をまとめて語り合う
校内研究会を企画したという。そこでさまざ
まな態度の教師とやり取りすることを経て，
自身の振る舞いを振り返りながら，校内で共
有のビジョンを形成したり，個々の教師が自
ら学んでいこうとする風土を醸成したりす
るために，コーディネートの工夫を重ねてい
ったという。 
第２は，研究主任を支える立場で，ただの

一教員としての認識から，組織を意識し，他
の先生たちとの間に立って調整を試みる動
きへという変化が見られた。それは自分の実
践を他者に見てもらうことで授業を見直し
理想の授業を模索しながら，実践を見合った
り協働で実践を行ったりする校内研究の場
に参画する中で起きていた。たとえば，ある
教師は，自分自身の授業について試行錯誤し
つつも，生徒指導主事という校内での役割や



市の 10 経年研修のための公開授業など，「ミ
ドルリーダー」としての役割を意識し，子ど
もたちや同僚との探究をコーディネートす
る意識を持つようになったという。 
 
（３）第３の省察の形態（昔の自己を介した
省察）と教師としてのアイデンティティの再
構成との関連〔研究３〕 
データを元に，授業研究を通して省察して

きたことを振り返って過去の自分を見直す
と，今では授業の在り方や校内での役割をど
のように捉え直しているのか，分析した。特
に，過去の授業研究での出来事や自己の振る
舞いがどのように意味づけられているのか
を検討し，教師としてのアイデンティティが
どのように再構成されているのかに焦点を
当てた。その結果，３つの在り方が見られた。 
第１に，いろいろな授業や保育を見て，そ

の捉え方を転換していき，それぞれの学校や
園の授業や保育を支えていく立場として，過
去の自分には見えていなかったことが見え
るようになったものと捉えられていた。これ
は特に，教育行政機関で指導主事として勤め
る教師に見られ，自身の学習観の大きな転換
が，自分の携わる研修の再構築につながり，
地域の教師たちの実践と専門性の向上をい
かに支えていくのかというアイデンティテ
ィの再構成へ結びついていた。 
第２に，研究主任の立場で校内研究を支え

ながら，あるいは研究主任を支える立場とな
りながら，それぞれが取り組んできた教科や
分野の実践を統合的に捉え直し，これからの
学校教育を担っていくものと捉えられてい
た。これらの教師は，それぞれ中心に取り組
んできた教科等での実践を見直しながら，校
内研究の進め方や学校組織の中での協働の
在り方についても目を向けるようになって
いった。たとえばある教師は，「語り合い聴
き合いながらチームとして同じ方向を向い
ていく学校」を求めるようになっていた。長
期的に先を見据えながら，今は自分にできる
ことに取り組んでいくというアイデンティ
ティの再構成がなされていたといえる。 
第３に，これまで経験した失敗や挫折，戸

惑い等のつまずきを捉え直しながら，学習観
を転換していきつつ，今の立場でできること
に取り組み，かつての自己を超えていこうと
するものと捉えられていた。これは特に異動
後の教師に見られ，新しく赴任した学校の文
化や実践に最初は戸惑いやつまずきを示し
ながら，新境地を見い出していく姿が見られ
た。たとえば，ある教師は，外国語活動に力
を入れて実践してきたが異動先でうまくい
かず，つらい状況に追い込まれながらも，外
国語での学びに限定せず「言葉を育て」「心
を育て」る実践に向けて取り組み，学年協働
での授業づくりへ展開していった。このよう
に，かつての自己を超えて新たに挑戦し他者
と共に学び続けていこうとするというよう
にアイデンティティが再構成されていた。 

 
（４）総括的考察 
 ここまで述べてきたように，中堅教師にと
って，授業の再構成という危機に関しては，
他者の授業を見たり，自分の授業を他者に見
てもらったりする中で子どもの学習過程や
思考過程に目を向け，学習観の転換が起きる
ことで解決されていた。また校内での役割変
化に関しては，授業の再構成と連動して，自
身の学び方の転換にもつながり，それを校内
でコーディネートしていくよう変化してい
た。過去の自己の在り方を省察することは，
これらのプロセスを自覚することに結び付
き，自分の変容を踏まえてそれぞれの立場で
自分にできることを認識し，教師としてのア
イデンティティを再構成していた。 
これらの教師の危機克服の過程には，教師

の学習を支える仕組みが重要であるといえ，
現職教員が学ぶ全国の教職大学院の在り方
や研究者が学校や教師を支える在り方を再
考する手がかりになることも示唆された。ま
た今後の課題として，このように変容を遂げ
た教師たちが指導主事や学校管理職となっ
ていった際に，教育委員会の研修や学校マネ
ジメントとどのように結びついていくのか，
さらに検討していく必要がある。さらに，本
研究の主な対象は小学校教師であったが中
学校以降や幼児教育の現場等，他の学校種で
の教師についても検討していく必要がある
といえる。 
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